
















































































講 演 マルケッタ・キュッタフィンランド アールト大学
都市・地域研究センター 准教授











































ます。本日は，平成 25 年度の国立教育政策研究所の文教施設研究講演会に 300 名ほどの方
にお集まりをいただきました。誠にありがとうございます。我が研究所が担当しております



















































































あり，そして，その他の地域において高い PISA スコアを持っている国々からフィンランド 
が学ぶべきだと思います。 
 フィンランドの今までの非常に高い PISA のレベルの秘密は一つだけではないと思ってお
ります。ただ，一つ言えるのは，私どもの教育制度，そして，フィンランドの社会全般にお






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Home from school Go to places within walking distance Cross main roads





























































































































































































































































































































































































































































































スライド２２ スライド２３ スライド２４ 
































































































































































木造校舎 → コンクリート造校舎 （不燃化の推進）














スライド４ スライド５ スライド６ 































スライド７ スライド８ スライド９ 





























































スライド１６ スライド１７ スライド１８ 


































































































スライド２５ スライド２６ スライド２７ 












































































































































































































































































































































































































































































































































































 （スライド 97）この街には 100 年を超える八千代座という歌舞伎座が存在しています。子
供たちはこういうところで，時代劇のような雰囲気のある保存地区で生活しています。つま




































































































































































































































































































































































































































































































































 先ほど，レイノさんのプレゼンテーションを見せてもらって 800 人のスクールで，１万平
米だとおっしゃっていました。多分日本でこれやろうと思うと，800 人だと，小中連携だと


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  １．国の機関         ２．教育委員会     ３．知事部局，市区町村部局 
  ４．大学職員         ５．大学教授，研究者  ６．学部生，大学院生 
  ７．小学校，中学校，高等学校 ８．報道，出版関係   ９．設計事務所，建設会社 




  １．研究所の開催通知   ２．研究所のウェブサイト  ３．ポスター・チラシ 
  ４．新聞，雑誌      ５．知人からの連絡     ６．その他（      ） 
 
 ２）今回の講演会は，あなたにとってどの程度役に立ちましたか？ 
  １．非常に役立った     ２．ある程度は役立った   ３．あまり役立たなかった 
  
３）１月という開催時期についてどう思いますか？ 
  １．適当である   ２．適当でない→（  月がよい） ３．その他（      ） 
 
 ４）火曜日の開催についてどう思いますか？ 
  １．平日（月～金）がよい  ２．土曜日がよい  ３．日曜日がよい   ４．その他 
 
 ５）今回の会場についてどう思いますか？ 
１．適当である  ２．適当でない→（どんな点ですか？             ） 
 
③ このような講演会を今後も開催していくことは必要だと思いますか？ 
   １．必要（  回/年）  ２．どちらかというと必要（  回/年）   ３．不要 
 
④ 学校施設について，あなたが興味・関心をお持ちのテーマは何ですか？（複数回答可） 
   １．耐震対策      ２．エコスクール   ３．地域連携，コミュニティ･スクール 
  ４．海外の学校建築   ５．学校統廃合    ６．少人数対応，習熟度別対応 
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